
日本語 の動詞 について

森 田 良 行

1・ は じ め に

言語表現 において動詞 の占める役割 は大 きい。文型的 に見 て,動 詞 を述

語 とする文 は,形 容詞 や名詞 を述語 にす える文 に比べ て,は るかに長 大 で

複雑 な形態 をとり得 る。その理 由 として次 のよ うな事 柄が考 え られ る。

1〉 動詞述 語は,動 詞 の機能 である格 支配 によって,さ まざまな格助 詞

一 二
,ヲ,ト,へ,デ,カ ラ,マ デ,ヨ リ,等 一 に よる格 を受 け入れ,

そ れ らの組 み合 わせによって表現 内容 を豊 かにしているこ と。

2)助 動詞 「タ」 を伴 うこ とによって時制 を行 っているこ と。

3)助 動詞,形 式体 言,そ の他 が添 うこ とによって,推 量表現,意 志表

現,伝 聞表現,比 況表現,そ の他 さま ざまの表現性 を豊 かに付加 し得 るこ

と。一 例,川 か もしれない,～ だろ う,飼 らしい,～ つ もりだ,～ はず

だ,～ ところだ7～ よ うだ,～ なけれ}まな らなレ㌧ 等。

4〉 終助詞 の助 け を借 りて禁止表現 その他 を行 い得 るこ と。

5)い わゆる複語尾 「レル,ラ レル/セ ル,サ セル/タ イ」等 の付加 に

よって受身,可 能,尊 敬,自 発,使 役,希 望,等 の表現 を行 い得 るこ と。

6〉 活用形 自体 の働 きによって命令表現 が成 り立つ こ と。

7)補 助動詞 を伴 うこ とによってアスペク ト,な らびにそれに類す る様

態表現が可能 な こと、 例y解 テイル,阿 テアル,一 テイ ク,一 テ クル7

～テ ミル,川 テシマ ウ,～ テオ ク,等 。

8〉 ～ヤル,一 クレル,倒 モラ ウの付加 によって受給表現 が成 り立つ こ・

と。 これは,対 人 関係における動作 の方 向性 を示 す とい う意 味 を持 つ。
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9)待 遇 表現 の多彩 さ。 解レル,一 ラレル/オ ー ニナル!オ ーナサル/

オ 川スル1オ ～ 申し上 ゲル,等 の諸 形式 に よって,よ り複雑 な対人 関係 が

表現 され得 る。

10)他 の動詞 が複合す ることに ようて・意味面で多様性 を添 えてい るこ

と。～カケル,解 オエル,～ ユム,～ ダス,等,動 詞 は複合 の度合 いが他

の品詞 に比べ て圧倒的 に高 い。

以上 の諸特質 か ら見 て,動 詞は文法的 ・語 彙的に きわ めて重要 な地位 を

占めてい ると言 って よいであろ う。

2・ 語彙体系から見た動詞

国立国語研究所の語彙調査によると,動 詞グル ー プ(動詞および動詞的

な造語成分)の 語彙的に占める比率は表1の 通 りである とい う。(「現代雑

誌90種 の用字 ・用語」昭和31年,に よる。)

表1,

動詞名プ一ルグ 詞

/
0
0
/

78,4 11,4

形 容 言司レ鍾 詞i
9.40.7

これによ ると,他 の諸 品詞 を合わせ た全語彙 中の1割 強 が動 詞な らびに

それに準 ず る語 であ るこ とになる。 もっ とも,名 詞 グル ープはやた らと数

が多いばか りで,語 彙比率 の高い割 には文法的 にさほ ど複雑 で も重要 で も

ない ことを考慮 に入 れる と,名 詞 グル ープの78.4%が 即 重要度 の高 さに

その まま結 びつかない。 とい うことは,逆 に,比 率第2位 の動詞 グル ープ

が,重 要度 か ら言 って決 して1L4%な ど とい う低い価値 ではないこ とを

意味 する。教育上 か ら見 て も,限 られた基本語 を除け ば・名詞 のほ とん ど

は上級段階 での新 出単語 として,学 習者 自身が語彙数 を加 えてゆけぱそれ

でよいわ けで あ り,さ して問題は起 こ らない。一方,動 詞 は,名 詞が まだ

匿習語彙 としてさほど数多 く現れ ない早 い時期 に,す でに かなPの 数 を学

習 しなければ な らず,初 級 レベル,中 級 レベル での学習必 要語彙 とい う面
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か ら調査 した ら,名 詞 の比率 は減少 し,動 詞や形容詞 グルー プが増加す る

であろ う。初級 ・中級 段階 とい う基礎 を身 につける時期 に,基 本的 な動詞

や形容詞は あ らかた学習 して しまい,上 級段 階以降にひきつづ き獲得 して

い く言吾彙はほ とん どが名詞 で,あ とは成句 ・慣用句 の類 である。当然 のこ

となが ら,初 中級段 階での動詞 ・形容詞 の占める割含 は高 い。早稲田大学

で佳用 してい る教科 書 「外国学生用 ・日本語 ・初級 」(昭 和42年 初 版早大

語研編 〉によると,収 録総語数2,105語 中,動 詞 グル ープは43ア 語 で20%

強 とな っている.国 研 調査 σ)雑誌90種 中 の動 詞 グル ー プ が 占 め る比率

1/4%に 比 べて,大 きな違 いを見せ ている。初級 のB本 語学習者 が,新 ら

たに単 語 を 三〇語習得す るとすれば,そ の う ちの2語 は動詞 とい う頻 出度

であ る。

入門期 の 日本語学習者 に とって 「Aノ・Bデ ス。/Aノ ・Bデ スヵ、/A

/・Bデ ハ ァ リ マセ ン。」 の名 詞文型 のみ では,ま と もな会話一つで きな

い。成年 に達 している学習者 にとって表現 したいこ とは山ほ どあるが,名

詞文型 のみ では欲望 を満 たすの に不十 分 で あ る。動詞文型 の課 に進 んで・

多 くの動詞 を習得す るに及んでは じめ て表現 した いこと解言葉 にのせ られ

る。 これは動詞文型が さまざまの文 法要 素 を含 んでいて,複 雑 な内容 を盛

9込 み得 る形式 だか らで ある。 また,習 得動 詞文型 を効率 よ く活用 させる

ためには,か な りの数 の動詞 を与えてお く必 要があ るであろ う。習 得語彙

の1割 程度では追いつかない。

先 に触 れた国研調査 によれば,語 種別 に見 た各晶詞 グループが 占める比

率 は表2の 通 りで ある。

表2・ 国研,雑 誌90種 の語種調査 (%)

ク ル ー7

和 語

漢 語

1外 琴 言吾

名 詞 司言
ロ動

55 29

93

95

形 容 調 感 動 詞

14 21

7

4 軒
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この表でもわかる通 り,動 詞はほとん ど和語である。(こ の調査ではサ

変化する漢語名詞は動詞グループに入 っていない。)漢語や外来語より和語

が基本語に多いのは当然である。まして平易な日本文 を作 るための必要語

彙が和語 に片寄るのも自然のなりゆきである。入門期に習得すべき初級語

彙に和語が多いわけである。

表3は 早大テキス トの収録語彙 を語種別 に分類 し統計 した ものである。

これを表4に 示 した国研の 「雑誌90種 の調査」(昭和31年),「 新聞の調査」

(昭和41年)の 百分比と比較され たい。初級 目本語教科書が漢語 ・外来語

に薄 く,和 語に厚い実態がこれらの表からつかめると思 う。入門期にぜひ

とも授けておきたい動詞 ・形容詞の類がほとんど和語であること,漢 語名

詞が抽象名詞に多いため,中 級以降に回され,初 級段階では限 られたもの

しか現れないこと,こ の2,点 に原因しているo

表3・ 早大初級教科書の語種調査

和 言司
[
漢

一

冒
一
一

語

外 来 語

語種

計

㎜

混
一
一

三
口
雪
P数 百 分 比

1,22258%

73D34ラ も

121

32

・一一 一 一 一1

6%

2,105

1.5%

表 ヰ・ 国研の語種調査

!.雑 萎 □薪.
36、7

(%)

聞

和 語 381.堅

漢 語 47.5 44.3

外 来.語1 9.8 12.0

混 種 語 6.0 4.8
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3.語 種 から見た動詞

動詞が ほ とん ど和語 であ るとい う意見 には注が必 要である。漢語動詞 の

中で最 も一般 的な 「×xス ル」形式,た とえば 「実行す る,報 告す る」 の

類 ぱ,サ 変 動詞 「する」 が漢語名詞 に付 い た も の と考 え られ るところか

ら,「 名詞+動 詞」 と分 解 して扱い,動 詞 の総数 中に加算 しない。 国研調

査 も名詞 ・する として・すべ て名詞扱 い している・ その結果,動 詞が ほ と

ん ど和語 として とらえ られ ているわけである。 この漢語サ変動詞 は,た と

えば 『岩波 国語辞典』で は総数6,573語 を数 えるほ どであるか ら,数 量 的

にぽかな りの比率 を占め ているわ けで ある。

動詞 を 「和語,漢 語,外 来語 」の観点か ら類別 す ると,次 のよ うに分類

される。

2.和 語動 詞

ア,一 般動詞 …… …行 く,見 る,受 ける,来 る,す る

イ・ 和語名詞+ナ 変…汗す る,値 す る,う わ さす る,歯 ぎしりす る,

くしゃみす る,い たず らす る,だ っこす る,え んこする

ウ・ その他の和語 十サ変…青々す る・ 寒 々す る/は っ とする,し ゃ

ん とす る!が っか りす る・ は っき りす る・ ぴ ったPす る 〆か

っかす る,ぐ らぐらする

エ・ お一する一 ・・…お招 きする,お 誘 いする》 お願 いす る

オ.～ みす る → ～んず る…甘んず 鵜 重 んず る,軽 んず る,疎 んず

そら

る,先 んず る,暗 んず る,安 んず る

2・ 漢語動詞

力.漢 語名詞+サ 変…運動す る,研 究す る,練 習す る

キ.ご ～す る……… ご招待す る,ご 報告す る,ご 連絡す る

ク.字 音語+テ 変…賀す る,解 す る,害 す る,議 する,辞 す る/信

ず る,案 ず る,演 ず る,転 ず る,命 ず る
よう

ケ,～ と す る … … … 寂 と す る,杏 と す る,れ っ き とす る(歴 と ～)

コ 届 五 段 化 ～ む … 力 む,目 論 む
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～る…愚痴 る,皮 肉 る,駄 弁 る,野 次 る,料 る,与 太 る
でつ

サ 上一段化 一る…退治 る,下 卑 る,捏 ちる

シ 下一段化 ～る…湿気 る,洒 落 る

3.外 来 語動詞

ス 外来語名詞+サ 変 …パ スす る,ヒ ッ トす る,ア ルバイ トす る

セ 五段化 ～る…ダ プ る(dQuble),ア ジ る(agitation〉,サ ボる

(5abOtage)

4・ 語 構成か ら見た動詞

動詞 を語構成 か ら跳 めた場合,大 き く単一構成 の もの と,複 合 して成 っ

た もの とに二分す るこ とがで きる。単一構成 の もの を 「単純動詞」 と呼 ん

で お く。単純動詞 は現代語意識におい て異種 の単位 の複合意識 を持 たない

ものである。語源的 に複合の有無 を問題 としない、 た とえば 「願 う.」は も

と 「願ふ」 で 「祈 ぐ+ふ 」(「ふ 」 は継続 の古代助動詞),同 様 「習 う」 は

「習 ふ
」で 「馴 る+ふ 」 と語源的 には分析 で き る が,現 代語 におい ては も

はや複合意識 はないで あろ う。複 合動詞 を便宜的 に(1)動 詞 に他の動詞 が

複合 したもの,(2〉 動 詞以外 のものに複合 し て五 段 ・一段 の動 詞 とな った

もの,(3〉 「す る」が付 いてサ変動詞化 した もの,の3種 に分 けてお く。
おホ

1,単 純 動詞………会 う,あ え ぐ,あ え る,仰 ぐ,煽 ぐ

2.複 合 動詞(1)〔 動 詞+動 詞/動 詞+動 詞 的接尾辞〕…あ きれ 返 る,あ

きれ果 てる,明 け放す,明 け掌なれ る,当 て込む,洗 いたて る,

あ わてふため く

3・ 複合動詞(2)〔 接 頭辞+動 詞/名 詞 ・形容詞語幹 ・形容動詞語幹+

動 詞 ないし動詞的接尾辞〕…相 手取 る,相 成 る,垢 じみる・ 垢 抜

ける,青 ざめる,赤 茶 ける,赤 らむ,甘 ったれる,赤 み走 る,秋

め く,悪 たれ る,?『Fぱ む

4・ 複合動詞(3〉 〔名詞+す る1字 音語+す る〕…愛 する,相 対 す る,汗

す る,甘 んず る,安 心 す る,案 ず る
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以上のような分類方式で目本語動詞を整理 していった揚合,そ れぞれに

所属する語の数はどの程度の多さなのであろうか。今かりに,お およその

目安を知る意味で,r例 解国語辞典』(時 枝誠記編,中 教出版,昭 和31年)

収載のすべての動詞を,上 述の分類方式に従って分類計量 してみた。(r例

解国語辞典』を使用したのは,見 出し語 として比較的古語が少ない点によ

る∂結果は表5の 通りであった。

表5・ 例解国語辞典の動詞比率

1見 出 し言吾数

詞動純単 2,D83

複合 動詞(1〉 1コ817

〃(2)(3〉

空 見 出 し

十凹.
一

一
一P

573

149

4,6肌

比 率(%)1

45.07

39.29

12.4

3.22

99.98

ここで 「空見 出 」 とあるのは,→ 印の 「見 よ項」 をさす。 た とえ ば

「甘 ん じる」 を引 くと 「→ 甘 んず る」 とあ り,同 様 「案 じる」 は 「→ 案 ず

る」「遊 ばせ る → 遊 ばす」「会 わせ る→ 会 わす」 のよ うに,語 義解説 を →

印の項 に譲 って見出 しのみ を立 てている。 これ らも動詞項 目として計量 の

対 象 とした。

さて・『例解 国語辞典』(昭 和3i)の 見 出 し語総数 は,宮 島達夫 氏の調 査

に よれ ば,40,393語 だ そ うであ る。 とす る と,そ の うち4,622語 が動詞 で

あ るとい うこ とは・動詞比率11・44%≧ な る。先 の国研調査r現 代雑誌90

種 の用字 ・用語訳昭和31)に お ける動詞 グル ープ114%と 偶 然 の一致 を見

せ てい る。 この4,622語 中,単 純動詞 は45・07%複 合 動詞(1〉(2)(3〉 合 わせ

て5L69%を 占 める。 実 に複合動詞 が全動詞 の半数以上 を占めているわけ

である。『例解 国語辞典』 の複合動詞(1)は 僅 か1,8i7語 しか採 り上 げてい

ないが,筆 者採 集の複合動詞(1〉 は2,641語 を数 える、(『例解国語辞典 』『岩

波国語 辞典 』r分 類語彙表』 を総 合 して抽出 した数値。)日本 語 の特色 と し
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て,語 を複合させることによりいくらでも新語を生み出せるところ か ら,

実際に通用する複合語はさらに増加するものと思われる。一方,単 純動詞

は,基 本的なものはほとんどこれ ら中小辞典に収ま って しま っているか

ら,他 をあさってもさほど数はふえないものと予想 される。両者の割合 は

ますます開くことになる。

一方 ,日 本語教科書の実情はどうか。早大の初級教科書に収録されてい

る動詞の内訳は表6の 通 りである。

表6・ 早大初級教科書の語種内訳

詞

η

の

の

詞

分

(

(

(

成

詞

動

動

語

動

造

ノ

ノ

純

,

,
.助

的

合

詞

単

複

補

動

語 数

313

3

2

重07

8

4

十言
F

437

〔語例〕

複合動詞(1).思 い出す,と け こむ,申 し上 げる

複合動詞(2〉 まにあ う,役 立 つ

動詞的造語成分 … …～おわ る,一 だす,～ つづ ける,～ は じめる

この うち複合動詞(3)は サ変動詞 で あるか ら名詞扱い と して除外 すれ ば,

複 合動詞 の総数 は5語 にとどまる。単純動詞313語 に対 して僅 か5語 にす

ぎない。0.015%で あ る。 日本語 学習 の入 門期 にお い て は,単 純動詞 を習

得 するのが先決 で,複 合動詞はにのつ ぎとい うこ となの で あ る。 その点,

中級段 階での複合動詞 の体系的 な学習 炉望 まれ る。

5・ 活用形式から見た動詞

いわゆる学校文法で特に重視 されるのがこの活用形式である。動詞語尾

一121_



五
段

G

イ
ダ

N

ン
ダ

M

ン
ダ

B

ン
ダ

遊

ぶ

K

ッ
タ

K

イ

タ

倒 死周 歩

!1む・ ぬ ぐ く

行

く

R

ッ
タ

売

る

T

ッ
タ

W
.ッ
タ

洗

う

く
だ
さ
る

あ

る

II!

11
ドドま …なiがiか

ll!11..目

待

つ

ド:護菱慶

S

シ
タ

出

す

シ

タ

サ上 力
変一1変

ま

んi

キ

タ

ジ
・

タ

1か ら!

愛

首

る

すi信

1ず じ

る るる

(せ

)

(せ

)

ら
わ目 た iさ さ

さ

じ

来

る'

1ん!ん,いlI11

び み ・きぎ7」

つ

iき

ぶ

つ

り

つ つ つ

い

り一一 いパ

P
)

Ii ∵iくiく酔

ねめべ

i1
げiけiけ'

ii

る う

つ

ち
し

.し'
こじ

れ四 れ1え□
いi

I

l!

ぼ も:の ごi三 国 ろ凶 ろ囲

つ

し し

す

る

す

る

すす

と

す
れ

す
れ

一
せ
よ

せせ

そ そ

し
ろ
せ
よ
〉

し

じ 胃

ず じiく

るるiる

ず じiく
れれ れ

じ

ろ

じ'

い1

こ

中 中 少 中 多 少 多 少 少 多 中 多 多 少 多 少

の形態的変化 の相 を動詞分類の第一基準 と して,・五 十音図 に当てはめて,

五 段,上 一,下 一,力 変,サ 変,等 に分類 する。 日本語教育 では,こ のよ

うな語 ごとの縦 の変化(五 十音図 の各行 の中での変化)よ りは,語 同士 の横
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の関係 にお ける類別 び重視 される。た とえば,「 テ」が後接 する一テform

は,「 行 ク → 行 ッテ/書 ク→ 書イテ/住 ム → 住 ンデ ノ出ス → 出 シテ」と

なる とい うよ うに,後 接語や表現形 式におけ る語 尾の形態的違い を,各 語
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ごとに同類異類の グルー プ としてと らえることであ る。 この よ うな見地 に

立 つ と,あ る50mを とる揚合,同 類 のグルー プに所属す る動詞群 にどの

よ うな語が あるのか,グ ル ープとして は所属語数が多い ほ うか少 ない ほ う

か等が問題 とな る。「書 イテ」グループな ら 「歩イ テ,置 イテ,聞 イテ,解

イ テ,泣 イテ,掃 イテ,巻 イテ,.壁 」 と多いほ うだが,「 行 ッテ」 グルー

プには同類が ち ょっと見 当た らない。 この よ うにformに お ける形態的相

違 を動詞的分 類 の第二基準 として,動 詞 グルー プをさ らに綱分す る。 ここ

に掲 げた活用表 の2段 めが それで,ロ ー マ 字部分 は活用 の行 を表 し(Bは

バ行 とい うよ うに),片 かなは音便 の有無お よび形式 を表す。最下段 はその

グループの所属語 の多寡 を示 したもので ある。

ところで,動 詞 は どの語 も必ず各活用 形 を有 し て い る とはか ぎらない。

ある活用形 のみ専 ら使用 され る(と 言 うよ りは,あ る 種 の表現形態 しか現

れない)不 完全動詞 も存 在す る。現代 語の用法 で そ の よ うな例 を次 に掲げ

てお く。

1〉 受動態 だけのもの く未然 形専一 〉

例(仲 の よ部 こ〉あて られ る,(悪 夢 に〉うなされ る,(身 に〉つ ま

され る,(情 に)ほ だ され る

2〉 否定法 だけの もの 〈未然形専一 〉

例 思、いがけない,ほ かな らない,や りきれ ない

3)中 止法,一 テformだ けの もの 〈連用 形専一 〉

例...に つ き,...に つ いて/_.を 以 って

4)一 テform,連 体 法 だけのもの 〈連用 ・連体形専一 〉

例...に お いて,...に お ける/,一 に 開 して,,_に 関す る!

.に 対 し,...に 対 して,._に 対 する!...に よ っ て,

.に よ る.

6・ 自動詞 と他動詞

動詞 を 自動詞 ・他 動詞で区別す ることは,特 に～テイル/～ テアル表現
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において重要である。一ヲ格を取るという点は,自 動詞 も取 り得 るものが

あるので・特に他動詞の特性として区別の目安とするわけにはいかない。

自動詞 ・他動詞は,日 本語の揚合,対 応してそれぞれの語 を有するもの

すなわちペアをなす自他動詞群は案外 と少な く,多 くは自他のどちらか一

方のみで,他 方を欠 く。その補いの機能 として,使 役セル/サ セルを伴 っ

て自動詞を他動化 し,受 身のレル/ラ レルを伴って他動詞を自動化す る働

きが見 られる。(くわしくは本講座4分 冊 「動作 ・状態の言い方」・9分 冊

「受身 ・使役の言い方」ですでに触れたので・省略す る。)

また,「 開 く,吹 く,持 つ,増 す,働 く,す る」 のように自他同形の語

一 一つの形態が 自動詞にも他動詞にも働 くもの一 も多い。これは意味

的にも対応するもの

カが増す一 力を増す/幕 が開 く 幕 を開 く

と,対 応 しない もの

父が働 く(勤労〉一 盗みを働 く(なす)/ボ ールがはずむ(弾性〉一 チ

ップをはずむ(多 ク出ス〉/体が持つ(長持ち)荷 物 を持 つ(所 持,手

二取 り持ツ〉

その他 「潮が引く/波 が寄せる」のよ うに,他 動詞が 自動詞を代行する

例 も見 られる。なお・意味の対応 ・非対応は別 として・和語動詞で自他同

形σ)語は,筆 者の調査では125語 を数えた。

漢語サ変動詞 も自他同形が多い。本来,漢 語は借用語であ弘 また造語

性に富む ところから新造語 も多い。そこで移入時もしくは造語時 と・漢語

として定着 してからとでは,用 法の拡大ない しは変遷が見 られる。「開通

す る」は歴史的には他動詞であったものが その後自動詞に・「汚染す る」

は自動詞であったのに最近は他動詞としての用法も見 られ るよ うになっ

た。今 日,自 他両用法の見 られる漢語動詞はきわめて多い。筆者の調査で

は自他同形漢語動詞 として274語 を数 えた。 これ は全 採 集漢語 動詞の

4,17%に 相当する。

例 一変する,移 動する,解 散する,回 復する,完 成す る,継 続す
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煮える

:起 き る,降 り る,過,滅1

る,結 集す る,結 合する,等 。

ところで,自 他 の対 応 によって組 をなす動 詞群 において,両 語 の形態的

な対応関係か らこれ らを分類 する と,お よそ上 の よ うに分 け られ る。

2列 め 「oる/aる/aす/u/一 ・」等 は活 用語尾 の形 奪示 した もの であ

る。 ロー マ宇の小文字表示は,そ の グ ル ー プに所 属す る語 の活用語尾 の

共通 の母音部分 を示す。 それぞれ の語 の活用 の行 が異 な るた め・平が な表

示 を避 けた。すべ て同 じ行で活用す る場 合 は 「る!す1せ る ノれ る/え る!

..・ 」 のよ うに平 がな表示 を とった。

3列 めは,先 の活用表 と同様,音 便の型 による分類 であ る。 ・一マ字 の

大 文字表示 は活用 の行 を示す。 「Rッ タ」 は ラ行 活用 で 促音便(つ まる音

便)と なることを表 してい る。

この表 か らr見 してわか るように,自 動 詞 ・他動詞 の関係 には形式上 の

原則がない。同 じ 「ueる 」型 で も 「続 く一 続 ける」 は 「自一 他」

の関係 にあ り,「 焼 く一 焼 ける」 は 「他一 自」 の関係 にあ る。 自他 の

形が逆で ある。(「ueる 」型 と 「eる一 馬 型〉語尾形式 か ら自他 の判

別 をす ることはむずか しい。次に問題点 を二三挙 げてお く。

1)自 他 の対応語 を有する場合,終 止形 が 「一す」型 の動詞 は池動

詞 である。 もっ とも,対 応語 を持 たない 「差 す,暮 らす」の類 はこの限 り

ではない。「増 す」 は自他 同形 ゆえ例外 である。

2)raる 一eる 」型(例,曲 が る一 曲げる)はr自 一 他 」 の対応 を
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なすが,同 じ型 で 「他一 他」 の対応語 もあ る の で注 意する必要 がある。

(鰍 教わ る一 教 える/預 か る一 預 ける,1言 いつかる一 言 いつける)

3)「cる 一U」 型(例,焼 け る一 焼 く〉は 「自一 他」 の対応 をなす

が,こ の 自動詞 「eる」 は全 く同形で可能動詞 ともな る。 本 来 「焼 ける,

脱 げる,売 れ る,抜 ける,折 れ る,切 れ る,.・ 」 等 は 「...ス ル コ トガデ

キル」 の可能動詞 ともな 勢得 る形式で ある。 また 「.一 シ タ状態 ニナル」

の意 を表す 中相動詞 ともなる。

○厚紙 な らこのハ サ ミでも切れ る。〈切 ル コ トガ可能>

Oこ のハサ ミはよ く切れ る。〈鋭利>

○ 縁が切れ る。/・ 一 プが切 れ る。/靴 下が切れ る。 〈切 レタ状態 ニナ

ル 〉

可能動詞は意志的 な動詞 にか ぎ られ る。r動 く→ 動 ける/帰 る → 帰 れ

る/残 る → 残 れ る」等が それで,こ の揚 合,可 能動 詞 「残れ る」 に対応

する 「残 る」は意志動 詞で,「 家 に残 る。/教 室1と残 る。」 の よ うに意志的

な人 間行為 を表 す蝪 合である。(この 「残 る」 は 「残留 スル 」の意。)「ご飯

が残 る。/金 が残 る。」等の無 意志動詞 では可 能 動 詞 は造 れ な い。(こ の

「残る」は 「余 ル」 の意
。)

動 詞 には,意 志動詞 ・無意志動詞 が同形 のもの と語 を異 にす る もの とあ

る。 「残 る」 な どは同形 の例 であ るが,こ の 場 合,そ の動 作や状態 の主体

か意志的 なもの(有 生,有 情)か ・無 意志 的 なもの(無 生,非 情)か によって

動詞 の表す意味が分れ るわけである。同 じ 「はいる」 でも,

A・ 映画館 にはい らないで喫茶店 にはいる。

B、 鞄 にはい らない。1詰 めれ ばまだはい る。

1まい る主体 の有 生 ・無生(有 情 ・非情)に よって同一語 が意志 動詞 と無意

志動詞 とに分 かれ る。 その結果,Aは 動作性 が強調 され,Bは 状態性 が強

調され る。意志動詞 のAは 可能 の言 い方 として可能動詞 を用い,

○成人 に達 したので も う映画館 にはいれ る。

○未成年者 は この映画館 にははいれない。
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となるが,無 意志 動詞 のBは 自動詞 をそのまま用い て

O大 きな鞄 なので もっ とはレ・る。

○ も うこれ以上 ははい らない。

とす る。 これ を可能動詞 で 「もっとはいれ る/こ れ以上は はいれない」 と

言 い換 えるこ とはできない。

動詞 を意志動詞 と無意志動詞 とに分 けて考 えると何 かとつ ごうが よ い。

「一テシマウ
」 の解釈 な ど,こ の区別 が有効 な例 である。(本 講座,第7分

冊 「動 作の起 こり方 を表す言い方 」参照 のこ と。〉

ところで,同 じ 「落 とす」 で も

B・ 財布 を落 とした。(無 意志動詞)

A・ 受験生 を半 分落 とした。(意 志動詞)

と二つ に分 かれ る。 この場合 は同 じ他動詞が両用 に働 いているが,ふ つ う

は他動詞が意志動詞,自 動詞が無意志動詞に働 く例が多 い。

A,ク ジで対戦相手 を決 める。

B・ クジで対戦相手 が決 まる。

他 動詞 「決 め る」は意志 動詞で,決 定 への過程 を表 す継 続動作動 詞であ

る。 自動 詞 「決まる」は無 意志動詞 で,最 終結果 を表 す瞬 問動作動詞 であ

る。意志 的 ・無意志 的の差 が表現意 図の違 いを示 し,結 果 としてそ の叙述

内容 に対 する話 し手 の態度 ・心理 を も表す よ うになる。

A、 〈卵 を〉とて も気 をつけて運 んだのだが,一 つ こわ して しまった。

B.(卵 を〉とて も気 をつけて運 んだのだが,一 つこわれて しまった。

「こわ して しまった
」は意志的 な他動詞 を用 いたこ とに よ り,自 己の過

失 か らとい う責任 を感 じた言 い方 で ある,「 こわれて しまった」 は無 意志

的な 自動詞 を用 い たことに よ り、「卵 がこわれていた」 とい う結果 を認 める

態度が強調 され,致 し方 ないのだ とい う気持 ちを前面 に押 し出す。同一事

実 を自他 の どちらの動詞 で表現す るかが発想 と深 いかかわ りあいを持 つ好

例 である。
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7・ 文 型か ら見 た動詞

動詞 は種 々の格 を取 って文型 を形づ くってい くが,そ の取 り方 には制 阪

がある。動詞 だか らいつ も格 を取 る とは一概 に言 えない。本来,文 脈 か ら

切P離 され た動詞 は,は なはだ概念的な意味 しか持 たない。それに さま ざ

まな揚直的条件 を加 えて意味 を限定 し具 体性 を賦 与す るのが格 の働 きであ

る。 しか し,動 詞 の表す意味内容 によって,加 え得 る条件にはおのず と制

限がある。概 して状態性 の濃い動詞は格 を取 りに くく,動 作性の強 い動 詞

は逆 に数多 くの格 を取 り得 る。動作や作用 は

何 ガ(ダ レガ〉/何 二(ダ レニ〉/何 ヲ/ド ノ ヨウニ!ド コデ/ド ウヤ ッ

テ/,_.

と,さ まざまな場面 ・状況 を設定 し得 るか らである。 このよ うな,動 詞の

文脈的意味規定 をす る 「条件」 は他に もい ろいろ考 え られ るが,特 にその

動 詞が要求す る文型 を規定す る要素 として,次 の6条 件 を挙 げたい。

「主体/相 手1対 象/結 果 ・内容/揚 所 ・方 向/材 料 ・手 段
」

これ らの条件 が動詞 に加 わ って動詞文型 を形成す る とき,そ の条件に見合

った格助詞 がそれぞれ使用 さ れ る。 今 か りにA-Fの 記 号 を もって示す

と次の よ うにな るQ

A.主 体 一ガ,解 ハ

B・ 相手 ～ ト・～ニン 解カラ

C.対 象 厚 ヲ

D・ 結 果 ・内容 ……～ ㌧ 酎二

E.場 所 ・方 向・一…～二・ 解デ・～ヲ・ ～へ・ 一カラ・ ～マデ

F.材 料 ・手段 …… ～デ

(以下 の表 の 「V」 は動詞 を表す。〉

主体(A)文 型

Aガ 自V 直 る,泳 げる,が たがたする
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相手(B)文 型

B卜 自V

B至 自V

B二 自V

B轟 自V

Bカ ラ 自V

対 象(C)文 型

AハCガ 自V・ ・

Cヲ 他V

違 う,異 な る,戦 う,連 れ立っ

似 る,代 わ る,会 う,ぶ つかる

従 う,閨 す る,な つ く,優 る,勝 つ

へ

・・届 く,(電 話 が)掛 か る

・・で き る
,わ か る,痛 む

喜 ぶ,願 う,愛 す る,あ き らめ る,ま ね る

相手(B)対 象(C)文 型

B卜Cヲ 他V… …争 動 話 し合 う

B主Cヲ 他V話 ず,相 談 す る,約 束す る

B二Cヲ 他V… …や る,あ げ る,見 せ る,貸 す,渡 す,届 ける

B轟Cヲ 他V… ・甲・も らう,借 りる,教 わ る,言 いつか る,こ とづ かる

Bカ ラCヲ 他V… 買 う,盗 む,預 かる.,授 か る,受 け取 る

結果(D〉 文型

Dト 自V

D皇 自V

D二 自V

～

(薬 に)な る,す る,変 わ る

値す る,(先 輩 に〉当 たる

対象(C〉 結果(D〉 文型

CヲDト 他V・

CヲDよ 他V・

CヲD二 他V・

・一 、思 う,考 え る,誤 る

… ・・見 立 て る,(拠 り所 と)す る

… ・臼変 え る ,選 ぷ,推 す,な ぞ ら え る
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揚所(E)文 型

E二 自Vい る,見 える,住 む,聾 える

E泊V,あ る,泊 まる,遊 ぶ,集 まる

Eデ 自V働 く・死 ぬ,さ わぐ

E殖V泳 ぐ

Eヲ 自V経 る,通 る,越 える

EヲEへ 自V・ 一 進 む,歩 く,戻 る,上 る

Eろ 自V・ 発 っ・降 婆る,離 れる

Eカ ラ自V… ・・一聞 とえる

E㌘ 自V現 れ る

Eカ ラE駒V・ 一 ・行 く,向 か う,昇 る,は いる,落 ちる,逃 げる

E⊇ 自V消 える,沈 む,寄 る,着 く,退 く,隠 れる

蝪所(E)対 象(C〉 文 型

E二Cヲ 他V一 ・置 く,建 てる,植 える,捨 てる,干 す

EデCヲ 他V… …待 つ,捨 う,行 う

E茸Cヲ 他V… …向 ける,回 す,押 す,引 く

Eカ ラE渡Cヲ 他V… 出す,入 れ る,移 す,運 ぶ

材 料 ・手段 文型

B二Cヲ 他V→BヲCデ 他V… 巻 く,覆 う,塗 る,貼 る,飾 る,刺

す

B二Cヲ 他V→CヲBデ 他V… 包む,隠 す,く るむ

すべての動詞は,そ の表す文脈的意味によって,以 上 の諸形式のいずれ

かの文型を取る。 もちろん,こ こに挙げた格以外に,時 間や,共 同動作

者・人数,原 因理由・比較 など種 々の条件が格 となって加わ 窮 文 を複雑

にしていくが,動 詞 の基本的意味を規定する要素 とはなっ てい ない。ま
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た・同 じ動 詞で も・文脈的意嘘の違いに よって・ その取 る文型 を異 にす る

ことがある。

○新 しい油田が見つか る。〈発見>Eデ 自V・

○先生 に見つ かる。 ぐ見 ツケ ラレ・ノレ>13二 自V、

動詞の表す基本的意味は動詞の基本文型 と深 い関連を持 っている。次 の

表 は,意 味 と文型 とのかか わり合 いか ら動 詞 を分類 した もの で あ る。(ダ

ッシュ¢)部分は格助詞が入 ることを表 す.)

膿1耀 ※揺妻1篇ふ,…一

1:欝 似懸 ㌘'　 う'か}一自V

違 篇蜥 鑑1,嚢 認 臓 〉当たる}… 縄
ク 状態 聾 える

ケ 存在 ・所有 ・一あ る,い る

コ 自発 見 える,聞 こえるA-E 一 自V ,

サ 生 起 ・出現 ・消滅 …現れ る,生 ずる,消 える,死 漁

シ 自然現象 ・無意志行為 …降 る,目浮 く,流 れる,落

ちる,倒 れ る,(戸 が)し まる

ス 感情 ・精神作用 …喜ぶ,願 う,慕 う,嫌 う,好 む}A-C一 他V

セ 意志的行為

自動動作

対他者行為……勝 つ,負 ける}A-B-E一 自V.

単 独 行為 ・…一 歩 く,走 るlA-E一 自V、

他動動作

対他者行為 ……話 す,見 せる,相 談す る}A-B-C-E一 他V、

一133一



単独行為

単一対象 ・

対象移行 ・・

二者 関係 一

・・食 べ る ,見 る,書 く}A-C-E一 他V.

一思 う,見 な す,変 え る,な ぞ ら え る}A-C-D一 他V.

・・巻 く,覆 う,包 む,刺 す}A-C-F一 他V.
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